＊名誉法医認定医に関する追加規約
１．日本法医学会認定医制度規定の改定（条項追加）
（名誉法医認定医）
　第１２条（追加）　法医認定医又は法医指導医として活動し，その業績により本会及び法医認定医制度の発展に寄与した者に対して，推薦に基づき運営委員会及び理事会の議を経て，理事長は名誉法医認定医の称号を贈る．
　２　名誉法医認定医の被推薦資格及び認定の手続きについては別に定める．
（認定の取り消し）
　第１３条（現・第１２条）（本文略）
　現・第１３条（経過措置としての認定）…削除
（本規定の改廃）
　第１４条（現・第１３条）（本文略）
２．名誉法医認定医の資格審査に関する細則（新規）
（被推薦資格）
　第１条　次の各号のうちの(1) 並びに(2) 又は(3) に該当する者は，名誉法医認定医認定のための推薦を受けることができる．
　(1) 法医認定医または法医指導医として一定の実績がある者（注：認定期間中の申請も可とし，1 年単位で評価する）
　(2) 名誉会員の被推薦資格に該当する者
　(3) 前号以外の者で，名誉法医認定医としての推薦に値する者
（推薦）
　第２条　名誉法医認定医の認定申請には所属機関の長または理事の推薦を要する．
（申請）
　第３条　名誉法医認定医の認定推薦を受けた者は，下記の申請書類等を様式に従い日本法医学会法医認定医制度運営委員会に提出する．
　(1) 名誉法医認定医認定申請書（推薦書を含む）
　(2) 認定審査手数料納入証明書：手数料納入の郵便振替払込金受領証（写し）をもってこれにかえる．
（審査手数料及び認定証交付料）
　第４条　認定審査のための手数料は2 万円，認定証交付料は3 万円とする．
（申請の手続き）
　第５条　認定申請の手続きは，随時行うことができる．
３．関連規約の改定
　関連規約の「経過措置による認定」の削除．
　１）日本法医学会法医認定医制度規則第７条
　２）法医認定医制度資格審査に関する細則第５条
　３）日本法医学会死体検案認定医制度規則第７条
　４）死体検案認定医制度資格審査に関する細則第５条
　５）死体検案認定医制度内規　１
